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第1岡市村賞の贈呈式

審査経過を述ベる篠原選考委員長

新伎術開発財団鍋島会長の挨拶

昭和44年4月4日午後 4r侍，東京赤坂のホテル

オークラで第 1田市村賞の贈呈式が行なわれた。

この4が五つ並んだめずらしい日時は，新技術開

発財団の設立を提唱し時価30億円の有価証券を

寄付された故市村清三愛会会長の誕生日である 4

月4日にちなんだものである。 r市村賞」は国産

の独創的な技術開発で経済効果が大きく社会に貢

献するもの，および独創性にとんだアイ デアを顕

彰するものである。第1回に受賞したテーマと受

賞者は次の方々である。

<本賞> 300万円

「合成紙 ( Q ノ~ - . Qコー ト〉の開発とその企業

イヒ」

日本合成紙 (株)

取締役社長安得三氏ほか 3名

<奨励賞> 100万円

「波力発電プイの開発」

防術庁技術研究本部 益田善雄氏ほか 2名
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「酵素を使用する甜菜糖製造新技術の開発」

通商産業省工%技術院発醇万f究所 微生物応

用第二部研究室長 鈴木英雄氏ほか 4名

<アイデア日> 10万，-...，.，20万円

r.rrll型ピス用スプリングワッシャーと段付1[[ピス
の組合わせ」

古賀商事(株)取締役社長 古賀常次郎氏

「メ リヤス生地の僚染技術の開発J

福島県繊維工業試験場

主任研究員 吉田修氏ほか4名

「小型屯球自動継総ユニ ットの開発」

日本輸出電球協同組合

代表理事増淵正三氏ほか 5名

「市村l1Jの贈呈式につづいて，昭和43年度分

のアイデア技術開発自の助成も行なわれた。新技

術開発財団の事業のうち，も っとも重点を置かれ

ているのがこのア イデア技術の開発で，独創的な

国産技術で経済的効果が大きく期待できるものに

対して，開発'I-'i:を助成するものである。

昭和43年度分のテーマ，開発者，助成額は次の

とおりである。

「空気滅菌消待機の開発」

空気清浄研究所 所長手塚 幸策氏

120万円

「高分子のエレ クトレ ット熱分析法の研究」

理化学研究所研究員高松俊昭氏ほか 1名

初年度分として 110万円

「単色発散X線を用いるX線回折カメラの試作」

理学屯機(株)

「市

研究部長吉松満氏ほか 1名

120万円

末日，翌年の 4月4日に日贈首呈式が行なわれること

になつている。

「ア イデア技術開発費の助成」は誰でも申込む

ことができ，締切はとくになく 3，-...，.，4ヵ月毎に

助成が行なわれる。

応募，申込の方法は財団所定の用紙に必要事項

を記載して提出すればよく，財団の所在地は次の

とおりである。

所在地 東京都中央区銀座 6-14-6

リコー三愛ピル
電話 (543)1550 郵便番号 104 

「市村賞」本賞の贈呈を受ける日本合成紙の安社長 市村幸恵夫人をかこんで
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